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昭
和
七
年
四
月
畿
行

厨

春
秋
時
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
義

小
　
　
川
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樹
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一

　
春
秋
時
代
の
封
建
諸
侯
の
下
で
諸
侯
よ
り
世
襲
的
の
所
領
采
邑
を
給
せ
ら
れ
、
政
治
の
櫃
機
に
墾
し
て
居
た
卿
及
び

大
夫
と
諸
侯
と
の
間
の
面
罵
關
係
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
Q
諸
侯
と
卿
大
夫
の
間
の
君
薩
關
係
を
理
解
す
る
爲

め
に
は
、
先
つ
か
、
る
君
臣
認
識
の
秩
序
が
破
壊
せ
ら
れ
た
場
合
を
取
出
し
て
吟
味
す
る
事
か
ら
始
め
る
の
が
便
利
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
具
雪
面
の
例
を
春
秋
義
心
の
丈
か
ら
拾
ひ
乾
し
て
考
へ
る
事
乏
レ
、
先
づ
君
生
に
謝
す
る
臣
下
の
敵

調
行
動
の
普
蓮
の
用
語
た
る
叛
の
實
例
に
つ
い
て
考
へ
だ
い
。

　
　
　
　
春
秋
噂
代
に
於
け
ろ
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藥
十
七
悠
　
第
二
號
　
　
一
五
九



　
　
　
　
春
一
二
時
代
に
」
於
ゆ
り
る
叛
と
三
一
と
の
崩
葱
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
乱
丁
七
巻
　

第
二
號
　
　
　
」
山
前
○

　
春
秋
維
文
に
叛
の
宇
が
見
え
る
の
は
裏
公
二
十
六
年
以
下
に
左
の
五
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
ゆ
　
む

　
σ
り
裏
公
二
十
有
六
年
春
二
月
辛
卯
、
衛
寧
喜
憂
其
君
劇
、
衡
孫
林
父
入
子
戚
安
息
、
甲
午
、
衛
侯
術
餅
盤
子
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
②
昭
公
二
十
有
一
年
夏
、
宋
華
亥
・
向
寧
・
華
定
・
自
陳
入
子
宋
南
里
以
叛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ご
　
む
　
む
　
　

　
伺
定
三
十
有
一
年
春
、
宋
公
之
弟
辰
及
仲
佗
・
石
彊
・
公
子
地
・
自
陳
入
子
鷲
以
叛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　

　
㈱
同
十
有
三
年
秋
、
各
趙
軟
入
子
晋
陽
以
叛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
㈲
同
冬
、
各
筍
寅
・
士
吉
射
・
入
子
朝
歌
以
叛
、

　
何
れ
も

要
夫
氏
名
天
王
圏
以
叛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
一
定
の
形
式
起
合
す
る
如
く
癒
せ
ら
れ
て
居
て
、
同
種
の
事
件
に
下
す
る
共
通
の
記
事
法
師
ち
一
定
の
義
法
の
存
在

を
暗
示
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
孔
穎
達
の
正
義
は
上
述
の
春
秋
の
叛
の
特
殊
の
用
例
に
注
意
し
て

　
諸
侯
之
臣
、
入
奨
私
邑
、
而
盃
盤
出
奔
者
、
皆
書
生
叛
、
（
裏
二
十
一
年
経
疏
）

と
云
ひ
、
そ
の
一
定
の
形
式
あ
る
こ
と
を
認
め
、
更
に
…
進
ん
で

　
所
言
叛
者
、
或
擦
邑
而
苑
其
麿
、
或
篇
地
他
薦
、
皆
思
置
地
随
己
、
故
辮
爲
叛
（
以
下
何
れ
も
褻
二
十
六
年
疏
）

と
云
ひ
、
叛
と
書
か
れ
た
例
の
内
に
簸
て
も
實
際
演
家
の
采
邑
に
擦
る
敵
樹
行
動
あ
る
も
の
と
、
邑
を
以
て
他
國
に
脇



す
る
も
の
と
の
二
類
あ
り
と
し
、
又
悲
秋
の

　
昭
二
十
二
年
、
宋
華
亥
・
向
寧
・
華
定
、
自
宋
南
里
出
奔
楚

　
定
十
四
年
、
宋
公
之
弟
辰
、
肖
瀟
來
奔

の
二
事
件
を
摘
出
し
て
一
國
の
卿
大
夫
が
他
國
に
鰭
厨
し
て
も

　
地
不
随
己
、
期
不
繕
叛

と
云
ひ
、
自
家
の
采
邑
と
と
も
に
蹄
属
す
る
の
で
な
け
れ
ば
叛
と
は
蒋
せ
ら
れ
澱
事
を
認
め

　
是
二
更
反
愚
痴
僻
、
皆
由
地
以
生
名
也
、
叛
乱
判
也
、
欲
運
転
門
地
、
以
從
他
國
、
故
以
叛
嘉
名
焉
、

と
云
ひ
、
叛
は
本
來
臣
下
が
君
主
に
反
叙
す
る
行
爲
を
指
す
が
、
春
秋
に
於
け
る
叛
は
皆
土
地
に
連
接
し
て
居
る
Q
叛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

は
鋼
、
即
ち
分
つ
の
義
で
、
君
の
土
地
を
分
っ
て
他
國
に
照
す
る
動
作
に
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
し
て
居
る
。

　
此
の
孔
氏
の
叛
例
の
解
繹
は
、
叛
例
の
形
式
と
、
叛
旗
の
原
義
と
の
二
方
面
か
ら
の
推
論
で
あ
る
。
叛
の
字
が
常
に

邑
名
地
名
に
繋
げ
ら
れ
る
用
法
は
、
春
秋
に
の
み
現
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
先
言
の
血
ハ
籍
に
も
見
出
さ
れ
る
所
で

あ
る
。

　
戦
國
時
代
の
魏
の
年
代
記
な
る
竹
書
紀
年
に
も
同
機
の
用
法
が
見
ら
れ
、
督
孝
侯
の
時
、
督
の
宗
室
で
曲
沃
に
封
ぜ

ら
れ
て
る
た
曲
沃
の
荘
伯
が
叛
し
て
督
都
翼
を
攻
め
た
事
を
述
べ

　
㈹
荘
伯
以
曲
沃
叛
伐
翼
、
（
水
経
注
潜
水
條
所
引
）

　
　
　
　
三
秋
隠
隠
に
於
ゆ
り
る
叛
と
奔
・
と
の
託
融
鵬
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
・
七
巻
　
　
餓
躍
二
醗
　
　
　
U
山
ハ
一



　
　
　
　
饗
秋
隠
代
に
於
け
ろ
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
七
巷
第
二
號
　
一
六
こ

と
云
ひ
、
同
じ
く
戦
國
の
初
期
に
趙
の
公
孫
會
の
叛
逆
を
記
し
、

．
●
の
公
孫
會
以
康
、
郵
叛
チ
趙
（
吏
記
田
敬
仲
世
家
索
隠
銀
盤
）

と
し
た
．
の
は
其
例
で
あ
る
。
春
秋
に
比
し
て
卓
筆
と
は
な
っ
て
み
る
が
、
臣
下
が
繋
る
邑
を
以
て
叛
く
と
い
ふ
用
法
に

墾
り
は
な
い
。

　
叛
は
亦
「
畔
」
の
字
と
逓
用
せ
ら
れ
、
前
掲
の
春
秋
の
第
二
の
例
は
公
羊
の
経
で
は
「
畔
」
に
作
ら
れ
る
。
論
語
陽
貨
篇

に
見
え
る
魯
の
季
氏
の
家
匿
公
山
弗
擾
の
費
邑
に
糠
つ
た
反
織
を

　
伺
公
由
弗
擾
以
贅
眸

と
云
ひ
・
著
の
雲
行
氏
の
命
中
牟
の
宰
翠
黛
書
髭
廻
し
た
事
件
（
史
記
摯
世
家
の
説
に
從
ふ
）
妻
た
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、

　
⑧
佛
貯
以
中
牟
畔

と
云
ひ
、
何
れ
も
竹
書
紀
年
と
同
一
の
用
法
を
示
す
。

　
儒
家
の
敷
早
書
た
る
経
の
春
秋
と
、
孔
子
の
死
後
門
弟
逮
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
語
録
た
る
論
語
と
の
間
に
共
通
の
用

法
が
現
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
が
、
魏
の
年
代
記
で
あ
る
事
書
紀
年
に
悲
秋
と
同
一
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
事
は
、
戦

國
の
六
國
の
卑
官
に
此
の
筆
法
の
存
在
せ
る
を
示
す
と
共
に
、
春
秋
の
筆
法
が
必
ず
し
も
孔
子
及
び
弟
子
一
派
の
手
に

よ
り
創
作
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
奮
來
の
史
官
記
述
の
成
法
即
ち
吏
官
の
傳
統
的
記
事
轄
を
綴
承
し
た
も
の
な
る

事
、
更
に
進
ん
で
春
秋
の
記
事
法
が
帥
ち
魯
卑
官
の
記
事
法
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
吏
官
が
記
事
に
於
て
常



に
叛
字
を
地
名
署
名
に
係
け
て
使
用
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
叛
の
字
を
土
地
に
密
接
し
た
詰
論
を
持
つ
動
詞
と
し

て
解
繹
せ
ん
と
す
る
孔
氏
の
見
解
に
は
更
に
確
か
な
根
糠
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

叛
の
字
の
意
義
は
説
文
に
よ
る
と

　
叛
宇
也
、
双
孚
反
聲
、

と
あ
り
、
孚
な
り
と
訓
ぜ
ら
れ
る
。
更
に
説
文
は
孚
に
つ
き
「
偉
物
中
分
也
、
以
静
寧
牛
、
牛
爲
物
大
、
可
以
分
也
」
乏

し
て
會
意
に
よ
り
一
物
の
等
分
せ
ら
れ
た
部
分
を
指
す
の
で
あ
る
。
笹
飴
裁
は

　
叛
宇
反
也

と
本
文
を
改
め
、
之
に
注
し
て

　
反
覆
也
、
反
者
叛
之
全
、
叛
者
反
之
宇
、
以
孚
野
壷
叛
、
如
忠
興
少
鐸
勉
、

反
と
は
物
の
覆
す
る
撃
ち
裏
返
る
事
で
あ
り
、
叛
は
孚
分
裏
返
る
こ
と
だ
と
す
る
。
段
玉
響
が
本
文
を
改
め
て
迄
解
す

る
の
は
臣
下
が
君
主
へ
の
裏
切
り
を
現
は
す
の
が
叛
の
本
來
の
字
義
で
あ
る
と
考
へ
、
牢
の
訓
が
不
明
瞭
な
り
と
し
飽

き
足
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
朱
駿
灘
の
説
文
蓮
華
定
聲
は
之
を
纏
承
し

　
叛
反
也
、

更
に
…
進
ん
で
雫
の
字
を
も
除
き
、
叛
は
反
と
同
義
と
認
め
、
廣
謹
製
話
「
付
議
也
」
、
要
言
注
「
叛
倍
幽
し
な
ど
、
共
に
杜

預
左
傳
繹
例
の
．

　
　
　
　
霧
購
代
に
於
け
姦
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
毒
第
二
號
　
エ
単
三

（5）



　
　
　
　
碁
秋
時
代
に
振
撒
け
る
叛
と
奔
・
と
の
識
献
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
一
七
巻
　

第
二
號
　
　
　
叫
山
ハ
四

　
叛
潜
反
背
之
僻
也

及
び
漢
書
五
行
志
の

　
侯
不
朝
、
叢
謂
叛
、
　
又
諸
侯
更
制
、
蕪
謂
叛

等
を
列
思
し
、
叛
と
は
反
背
で
あ
り
、
即
ち
臣
下
の
君
臣
服
從
關
係
の
違
背
を
原
義
と
す
る
Q
段
氏
は
叛
の
字
に
於
て

説
文
の
「
夙
宇
反
聾
」
を
縛
寓
の
誤
と
し

　
駄
宇
反
、
宇
亦
盤

と
改
め
た
。
上
述
の
如
く
朱
氏
も
亦
之
に
從
っ
て
宇
聾
に
編
入
し
て
居
る
。
叛
の
字
は
畔
字
と
通
用
せ
ら
れ
て
居
る
の

で
あ
る
か
ら
・
此
は
許
奪
ら
れ
る
犠
で
あ
ら
’
・
叛
の
宇
の
嚢
を
見
・
爲
に
・
一
撃
の
審
聲
と
す
る
字
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

内
、
動
詞
に
使
用
せ
ら
れ
る
も
の
を
探
る
に
説
文
に
割
宇
及
び
俘
字
、
絆
の
三
字
が
あ
り

　
到
分
也
、
以
刀
宇
聲

と
し
て
、
朱
叢
誌
に
よ
り
牢
の
本
字
と
見
徹
さ
れ
、
動
詞
と
し
て
は
左
燈
篭
三
年
傳
の
「
紀
子
是
乎
蹴
転
」
、
に
杜
注
が

分
也
と
し
、
蕃
語
に
「
上
下
直
黒
割
尖
」
の
章
注
に
離
也
と
せ
ら
れ
、
分
離
の
意
義
を
有
す
る
。

　
津
の
字
は
假
借
せ
ら
れ
て
割
の
意
昧
を
持
ち
、
詩
、
鉋
有
苦
難
「
追
色
黒
淳
」
の
句
の
毛
傳
で
は
「
散
也
」
と
解
せ
ら
れ

る
。
絆
の
字
は

畔
田
界
也
、



と
し
て
原
義
は
田
の
急
熱
を
意
味
す
る
が
動
詞
と
し
て
は
挙
々
羅
話
に
「
絆
辛
勝
」
と
緯
せ
ら
れ
だ
。
何
れ
も
分
、
離
、

散
等
の
意
義
を
有
す
る
。
謎
語
楚
語
に
は
「
諸
侯
欝
欝
者
叛
者
雛
尖
、
若
教
氏
譜
尖
、
」
の
章
古
注
に
「
含
也
」
と
し
、
捨

て
る
の
義
に
解
し
、
又
楚
語
に
「
民
田
閾
、
則
離
叛
之
心
」
と
し
離
叛
と
連
用
さ
れ
て
居
る
の
で
、
動
詞
と
し
て
使
用
さ

れ
た
叛
の
字
は
他
の
．
牢
聲
の
剣
の
字
等
と
同
じ
く
、
本
影
、
分
、
離
、
散
の
義
を
有
し
て
居
た
事
が
推
察
せ
ら
れ
る
。

　
春
秋
の
註
繹
の
一
で
あ
る
公
羊
傳
は
、
僖
公
四
年
、
齊
桓
公
が
諸
侯
を
峯
み
て
察
を
征
討
し
た
役
に
就
て

　
公
會
齊
侯
宋
公
陳
侯
衛
侯
鄭
伯
許
男
曹
伯
、
侵
察
、
藥
潰
、

と
の
経
文
に
醤
し
、

　
潰
者
何
、
下
叛
上
也
、
國
日
潰
、
邑
日
叛
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
、
潰
の
字
を
下
の
上
に
叛
す
る
行
爲
の
上
、
國
が
墨
っ
て
叛
す
る
の
を
潰
、
邑
が
叛
す
る
の
を
叛
と
呼
ぶ
と
し
、
潰

を
同
種
の
行
爲
を
顯
は
す
叛
と
の
差
別
義
と
し
て
解
害
し
て
居
る
。
而
て
叛
の
字
は
更
に
定
公
八
年
に
、

　
文
公
逆
認
、
去
者
三
人
、
定
公
順
祀
、
叛
者
五
人

と
云
ひ
、
去
と
並
立
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
Q
何
休
は
去
の
字
に
注
し
て
「
諌
不
從
而
去
之
」
と
し
叛
の
字
に
注
し
て
「
諌

不
以
禮
而
去
、
日
叛
、
」
と
す
る
。
臣
が
君
を
諌
め
て
聞
か
れ
す
し
て
そ
の
國
を
出
て
他
國
に
行
く
、
去
の
行
動
に
封
し

て
、
禮
の
作
法
を
外
れ
た
君
圭
へ
の
諌
言
を
動
機
と
し
て
他
國
に
行
く
行
動
を
叛
と
呼
ぶ
と
。
去
と
叛
と
を
同
意
嚢
の

語
と
し
て
、
爾
語
の
差
刷
義
を
示
し
だ
の
で
あ
る
◎
叛
は
匿
が
君
主
を
諌
め
て
、
途
に
國
を
去
る
國
境
を
越
え
、
他
境

　
　
　
　
春
秋
暗
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
ご
號
　
　
一
六
五



　
　
　
　
轡
秋
時
代
に
於
ゆ
り
ろ
叛
と
奔
と
の
識
献
鮪
鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
筑
ぜ
二
聴
甲
　
　
一
六
六

に
行
く
、
臣
籍
離
脱
の
行
動
が
意
味
さ
れ
て
居
る
。
去
、
と
い
ふ
臣
籍
離
脱
、
他
國
亡
命
の
行
器
を
諌
を
原
因
と
し
て

説
明
す
る
豊
島
的
画
塾
法
に
就
て
は
後
に
之
に
鰯
れ
る
事
と
し
て
、
弦
で
は
軍
に
叛
が
去
國
の
行
爲
に
連
翻
し
て
使
用

せ
ら
れ
て
居
る
事
を
注
意
す
る
に
止
め
る
。

囁
何
休
が
前
述
の
僖
公
四
年
越
記
事
に
注
し
て
、
裏
話
等
が
直
ち
に
藥
を
潰
し
た
と
云
は
す
、
先
づ
婆
を
侵
し
た
と
云

ひ
、
次
に
文
を
改
め
て
秦
潰
と
云
っ
た
の
は
藥
侯
が
不
徳
に
し
て
、
齊
侯
の
征
伐
を
機
會
に
私
民
暴
っ
て
三
盛
を
見
捨

て
だ
事
を
強
調
し
た
経
の
趣
旨
で
あ
る
と
す
る
が
、
之
は
叛
を
去
の
意
味
に
解
し
だ
が
故
に
歪
な
ら
濾
。
こ
の
解
繹
は

左
傳
の
注
繹
家
賀
蓬
に
も
襲
用
せ
ら
れ
、
文
公
三
年
傳
、
「
凡
書
世
事
上
田
潰
」
に
注
し
て
、
「
暴
磐
越
潰
、
　
一
邑
日
叛
」

（
本
疏
）
と
・
琶
が
君
主
の
支
配
を
脱
す
る
の
が
叛
と
せ
ら
れ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

「
此
の
叛
の
字
を
去
の
義
に
解
す
る
公
羊
傳
及
び
何
休
注
及
び
藍
島
注
は
や
が
て
我
等
の
推
論
し
た
叛
字
の
離
、
散
等

の
意
義
と
一
致
す
る
。

　
一
般
に
春
秋
経
急
襲
、
諾
意
間
に
於
て
合
議
の
上
決
定
し
た
誓
約
、
即
ち
會
盟
の
雪
颪
そ
の
他
國
際
協
定
を
躁
踊
違

譜
胃
す
る
行
曲
勤
は
背
η
ハ
は
漁
癬
寺
と
呼
ば
れ
る
。
例
へ
ば

　
裏
公
九
年
左
門
、
子
孔
子
薬
日
、
與
大
國
盟
、
口
血
未
乾
而
背
之
、
可
乎
、
子
粟
子
展
日
、
要
盟
無
質
、
明
紳
不
鰯

　
背
之
可
也
、

　
成
公
十
一
年
左
傳
、
秦
伯
蹄
而
背
著
成
、



、
桓
公
元
年
左
傳
、
三
三
鄭
伯
盟
日
、
楡
盟
、
無
享
國
、

の
如
く
・
ぐ
の
他
に
も
其
例
頗
る
多
い
が
、
盟
約
を
違
へ
る
事
自
罷
を
叛
で
現
は
し
た
の
は
見
聞
の
限
り
で
は
纏
に

－
穆
公
四
年
三
年
傳
、
何
以
致
伐
、
楚
叛
盟
也

　
昭
公
十
六
年
左
傳
、
、
子
滞
日
、
（
周
鄭
）
世
有
黒
糖
、
以
相
信
也
、
日
爾
無
我
叛
、
我
無
強
運
、
…
…
今
吾
子
謂
徹
邑

　
強
奪
商
人
、
是
激
緻
邑
背
盟
誓
、

の
こ
贈
位
し
か
見
田
せ
す
、
叛
は
盟
約
よ
り
も
盟
約
の
當
事
型
崩
に
盟
主
（
覇
者
）
に
醤
す
る
行
啓
と
し
て
現
は
さ
れ

　
定
公
入
年
左
傳
、
習
盟
衛
侯
子
劇
澤
、
衛
侯
叛
腎
、
潜
人
請
改
盟
、

寧
ろ
覇
主
よ
b
離
れ
る
事
を
盟
約
國
よ
り
分
離
す
る
の
意
に
使
用
せ
ら
れ
る
・
さ
れ
ば
春
秋
に
於
け
る
叛
を
杜
預
の
如
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

く
反
背
の
観
と
し
て
背
と
同
一
の
意
義
と
認
め
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
此
を
以
て
叛
宇
の
原
義
と
見
徹
す
段
氏
等
の

見
解
は
支
持
し
難
い
。

　
春
秋
列
國
の
時
代
で
は
邑
が
一
士
の
支
配
を
離
れ
る
事
は
同
時
に
他
國
の
下
に
蹄
す
る
事
を
意
味
す
る
場
合
が
あ

る
。
叛
は
「
於
」
字
を
仲
介
と
し
て
其
下
に
蹄
鳩
す
る
目
的
國
を
と
る
。

　
左
傳
昭
公
二
十
二
年
，
鱗
日
之
取
急
也
、
地
獄
而
反
撃
子
焉
、
塁
壁
於
鮮
虞
、
（
会
長
、
叛
督
廃
三
盛
也
）

　
同
哀
公
十
五
年
、
成
叛
子
齊
、

は
鳳
旦
督
に
降
服
せ
る
鼓
が
替
に
叛
し
て
鮮
虞
に
、
魯
邑
成
が
魯
に
叛
し
て
齊
に
畏
し
た
事
を
記
す
る
の
は
此
に
當

　
　
　
　
雅
釈
薩
代
に
於
け
る
叛
と
爽
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
血
糖
號
　
　
一
六
七



春
秋
晴
代
に
於
け
ろ
叛
と
欝
と
の
意
義

第
十
七
巷
　
　
轄
甲
二
號
　
　
　
一
山
躍
入

る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
左
傳
昭
公
十
五
年
、
昔
荷
臭
帥
師
伐
鮮
瑛
、
圏
鼓
、
鼓
入
或
以
城
叛
、
穆
子
弗
許
、

督
の
苛
呉
が
白
秋
の
別
種
鮮
虞
を
伐
ち
、
そ
の
一
興
鼓
を
攻
園
し
た
時
、
鼓
の
邑
入
城
を
以
て
叛
せ
ん
と
し
た
が
筍
臭

は
許
さ
す
。
此
は
師
ち
左
傳
に
於
て
墨
字
を
邑
城
を
以
て
他
に
降
服
す
る
意
に
使
用
し
た
明
瞭
な
例
で
あ
る
。

　
卿
大
夫
が
邑
に
入
っ
て
叛
す
る
と
云
ふ
春
秋
の
例
は
、
臣
た
る
卿
大
夫
が
邑
に
擦
っ
て
君
に
反
抗
す
る
と
云
ふ
積
極

的
な
敵
醤
行
動
を
意
味
す
る
よ
り
は
、
重
層
に
於
て
は
卿
大
夫
が
そ
の
采
邑
を
持
ち
つ
、
、
他
國
に
蹄
属
す
る
事
を
意

味
す
る
の
で
あ
る
。

　　

@　

@　

@
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
も
し
叛
が
卿
大
夫
が
邑
を
持
っ
て
他
國
に
露
嘉
す
る
事
を
指
す
と
す
れ
ば
、
春
秋
に
於
て
諸
侯
卿
大
夫
の
去
國
亡
命

を
意
味
す
る
奔
と
蒋
せ
ら
れ
る
行
動
は
之
と
連
移
し
て
是
非
考
察
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
諸
侯
が
或
は
外
敵
或
は
内
鼠
の
爲
に
君
主
の
位
を
奪
は
れ
、
他
國
に
亡
命
す
る
事
は
春
秋
に
あ
っ
て
は
普
通

　
桓
公
十
有
五
年
五
月
、
鄭
伯
突
出
奔
察

と
云
ふ
如
く
記
せ
ら
れ
て
居
る
。
諸
侯
の
去
國
は
此
庭
で
は
問
題
外
で
あ
る
が
、
卿
大
夫
の
去
國
も
同
型
に

　
荘
公
十
有
二
年
冬
十
月
、
宋
萬
出
奔
陳
、

と
解
せ
ら
れ
て
居
る
。
出
奔
と
は
國
を
轡
で
他
國
に
奔
る
の
意
で
、
亡
命
國
名
が
著
せ
ら
れ
る
。
亡
命
國
が
魯
【
で
あ
る



場
合
は
出
奔
の
代
り
仁
來
奔
と
記
せ
ら
れ
る
の
は
魯
の
年
代
記
た
る
春
秋
の
形
式
で
あ
る
。
大
夫
が
使
命
を
帯
び
て
他

國
へ
の
途
上
の
亡
命
は
奔
と
の
み
書
せ
ら
れ
出
生
を
用
ひ
な
い
。

　
　
・
文
↓
公
ム
ハ
年
百
久
、
皿
日
ル
尤
蔑
奔
点
秦
、

大
夫
が
毒
忌
よ
り
鵠
奔
し
た
場
合
に
は
、
軍
に
出
奔
と
書
せ
ら
れ
、
此
が
普
蓮
で
あ
る
が
特
に
他
の
邑
よ
り
し
て
出
奔

し
た
場
合
は
、

　
　
昭
公
二
十
年
夏
、
公
孫
會
自
出
奔
宋
、

　
　
昭
公
二
十
二
年
春
、
宋
華
亥
・
向
寧
・
華
定
・
旧
藩
南
里
出
奔
楚
、

　
定
公
十
四
年
、
宋
公
之
弟
辰
膚
蒲
來
奔
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
と
特
に
断
っ
て
あ
る
。
昭
二
十
年
の
公
羊
傳
は
之
に
晒
し
て

　
　
奔
未
有
言
自
者
、
此
唐
者
、
此
其
自
認
、
絆
也
、
眸
者
、
門
訴
不
言
痛
言
、

　
と
公
孫
會
が
國
都
よ
り
せ
す
邑
よ
り
奔
る
の
は
、
飾
縫
は
畔
即
ち
此
の
邑
を
以
て
宋
に
奔
っ
た
叛
の
行
動
で
あ
る
、
其

　
を
畔
と
明
言
し
な
い
の
は
公
孫
會
の
先
租
、
譲
國
の
賢
人
、
公
子
喜
時
の
爲
に
そ
の
子
孫
の
悪
を
諜
ん
で
の
だ
あ
る
と

、
す
る
。
左
傳
に
於
て
は
此
の
事
件
に
銘
す
る
傳
説
を
傳
へ
て
る
な
い
か
ら
公
羊
傳
の
説
の
當
否
は
不
明
で
は
あ
る
が
、

　
恐
ら
く
直
後
昭
公
二
十
、
繭
年
の
宋
の
華
亥
が
南
里
に
よ
り
重
し
、
更
に
二
十
二
年
、
南
里
よ
り
出
奔
し
た
例
か
ら
の
推

　
論
に
、
公
羊
傳
の
特
色
で
あ
る
賢
者
の
爲
に
諜
む
と
云
ふ
春
秋
の
義
法
を
附
會
し
た
脚
色
で
あ
ら
う
。
（
公
子
喜
時
の
譲

　
　
　
　
　
春
一
秋
時
代
に
於
曲
り
る
叛
と
山
弁
と
の
蹴
悪
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
ご
簸
脳
　
　
　
一
山
露
華

（ll）



　
　
　
　
春
秋
蒔
代
に
於
け
ろ
叛
と
舞
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
第
ご
號
　
脳
漿
〇

國
傳
説
は
撃
払
成
公
十
三
年
に
も
同
標
の
趣
旨
の
話
が
事
實
の
記
録
ら
し
い
外
形
を
冠
っ
て
記
せ
ら
れ
て
居
る
○
）

　
そ
の
穿
盤
は
別
問
題
と
し
て
は
此
既
に
下
樋
例
の
叛
と
一
般
例
と
し
て
の
奔
と
の
關
係
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
更
に
奔
に
は
卿
大
夫
の
国
名
と
亡
命
導
き
の
み
記
せ
ら
れ
る
の
が
普
蓮
で
あ
る
に
謝
し
て
地
を
持
っ
て
奔
っ
た
も

の
に

　
嚢
公
二
十
一
年
、
郷
庶
其
以
漆
閾
郵
來
奔
、

　
昭
公
五
年
夏
、
菖
牟
夷
以
牟
婁
及
防
叢
來
奔
、

・
昭
公
三
十
一
年
冬
、
黒
肱
以
濫
來
奔

が
あ
・
・
此
は
器
黍
鶴
の
場
倉
限
・
の
で
あ
・
萱
　
　
　
　
　
　

働

　
書
日
來
奔
、
内
外
之
僻
、

と
云
ふ
の
は
魯
の
年
代
記
の
形
式
を
と
る
春
秋
が
魯
の
爲
に
忌
誰
し
て
僻
…
を
改
め
た
に
相
違
な
い
。
叛
が
臣
の
地
を
持

っ
て
の
三
男
が
魯
國
に
思
し
て
膿
ま
れ
て
奔
と
書
せ
ら
れ
て
居
る
事
は
、
實
に
叛
が
奔
の
特
殊
例
で
あ
る
事
を
明
自
に

回
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
左
傳
に
於
て
は
、
此
の
三
人
を
三
江
入
と
呼
ん
で
叛
と
書
せ
ら
れ
す
と
も
事
實
は
叛
な
り
と
し
、
君
子
耀
く
を
借
っ

て
之
を
非
難
し
、
’

　
以
地
謡
、
錐
賎
贈
爵
地
、
無
名
其
人
、
絡
爲
不
義
、
弗
可
滅
已
、
…
…
…
製
薬
其
・
筥
牟
夷
・
郷
弊
誌
、
以
土
地
出
、



　
求
食
而
已
、
不
風
騒
名
、
賎
而
必
書
、
…
…
…
若
叛
邑
叛
潜
、
以
微
大
利
、
而
無
名
、
貧
胃
之
民
、
將
奪
取
焉
、
是

　
以
春
秋
書
全
豹
日
工
、
三
導
入
名
、
以
懲
不
義
、
数
悪
逆
無
禮
、
其
善
志
也
、
（
昭
公
三
十
一
年
）

と
。
左
傳
は
又
た
叛
の
第
一
例
た
る
孫
亡
父
の
戚
を
以
て
叛
し
た
事
件
に
謝
し
て
、

　
孫
病
父
以
戚
如
督
、
書
鋪
入
子
戚
以
叛
、
罪
難
事
也
、
距
之
緑
、
君
實
有
之
、
義
則
…
進
、
轟
轟
奉
身
適
職
、
專
隷
以

　
周
旋
、
鐵
．
也
、
’

と
説
明
す
る
。
「
書
落
」
は
、
短
躯
の
所
謂
墾
例
に
屡
し
、
孔
子
が
薔
史
の
文
を
改
め
た
筆
法
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る

と
し
、
千
林
父
が
戚
の
邑
を
以
て
督
に
蹄
属
し
た
愛
鷹
は
直
ち
に
叛
の
義
に
當
ら
な
い
の
に
、
叛
と
夫
子
が
書
し
た
事

を
解
毒
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
叛
の
原
義
が
上
述
の
通
り
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
孫
塗
込
の
行
動
こ
そ
完
全
に
叛
の
定

義
に
該
慰
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
書
日
」
と
い
ふ
墾
例
を
情
事
す
る
必
要
は
毫
も
な
い
筈
で
あ
る
。
此
の
解
は
叛
を
春
秋

に
使
用
さ
れ
る
原
義
に
依
ら
す
し
て
直
接
な
君
生
背
叛
行
動
と
理
解
し
て
居
る
ら
し
い
。
前
述
の
三
皇
人
に
付
す
る

「
鱈
子
日
」
に
於
て
も
叛
を
明
か
に
潜
に
反
歯
す
る
意
味
に
使
用
し
て
居
る
。

　
左
命
中
に
見
え
る
「
曇
日
、
」
「
潜
子
日
」
は
疑
問
視
せ
ら
れ
、
劉
逢
隷
は
左
氏
春
秋
考
謹
に
於
て
「
書
日
」
中
に
後
世
の

蜜
入
を
認
め
得
る
も
の
あ
り
と
す
る
。
た
と
ひ
劉
氏
の
論
讃
を
正
と
し
て
も
、
此
の
窟
入
が
劉
歌
迄
下
る
か
否
か
は
未

だ
問
題
の
籐
地
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
の
「
曇
日
」
と
「
君
子
日
」
は
疑
問
と
な
り
得
る
。
況
ん
や
前
述
の
「
君

子
日
」
の
次
に
は
う

　
　
　
　
」
春
秋
畔
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
磯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
鎮
二
雛
　
一
竜
一

（1　13　）



　
　
　
　
奪
軟
暗
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
七
巻
　
第
二
號
　
　
一
七
二

　
故
山
、
春
秋
之
薦
、
微
而
顯
、
娩
而
辮
、
上
之
人
能
使
昭
明
、
善
入
鋤
焉
、
淫
人
面
、
是
以
君
子
貴
之
》

と
あ
り
、
憲
秋
の
虞
讃
に
絡
っ
て
居
る
。
そ
の
性
質
か
ら
考
へ
て
倍
々
左
心
本
文
に
比
し
て
後
世
の
附
加
な
ら
ん
と
の

疑
が
濃
厚
と
な
る
Q

　
公
羊
傳
は
昭
公
二
十
一
年
の
郷
婁
庶
其
來
奔
の
例
に
於
て

　
郷
婁
庶
其
者
何
、
邪
婁
大
夫
也
、
邪
婁
無
大
夫
、
此
何
以
書
、
藁
蓑
也
、

と
云
つ
π
。
小
國
に
は
大
夫
の
名
を
略
し
て
墨
げ
す
と
は
公
羊
傳
の
特
異
の
義
法
で
あ
る
。
左
傳
が
三
來
奔
の
各
例
に

於
て
、
三
人
が
卿
で
な
い
の
に
思
い
ふ
理
由
を
聖
地
の
趣
旨
に
出
た
り
と
す
る
の
も
公
羊
家
の
義
例
を
採
り
來
っ
て
作

成
し
た
跡
を
認
め
得
・
の
で
は
な
か
ら
・
か
・
　
　
　
　
　
　
　
　
側
．

　
左
傳
の
績
経
、
哀
公
十
五
年
に

　
春
成
叛
、

を
黒
氏
は
採
っ
て
経
の
叛
字
の
用
法
を
錯
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
左
氏
會
箋
は
此
を
論
篠
と
し
て
孔
子
筆
削
以
前
の
魯

史
の
奮
文
は
か
く
あ
っ
た
と
主
張
す
る
が
、
上
述
の
如
く
受
書
紀
年
等
の
更
官
の
記
事
法
も
亦
春
秋
と
同
機
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
此
は
更
に
叛
の
用
法
の
観
れ
た
後
の
作
で
は
な
か
ら
う
か
。

，
但
し
臨
戦
に
継
て
は
、
績
経
の
み
な
ら
す
、
叛
は
春
秋
・
論
語
・
竹
書
紀
年
と
は
異
り
、
「
京
叛
大
偏
重
、
」
（
左
傳
隠
公

元
年
）
「
奨
皮
叛
王
、
」
（
荘
公
二
＋
九
年
）
な
ど
、
云
ふ
潜
主
に
甥
す
る
敵
謝
行
動
を
意
味
す
る
に
も
似
た
用
法
が
、
「
南
醐



以
費
叛
如
齊
．
」
（
昭
公
十
二
年
）
及
び
「
伍
奢
將
以
方
城
世
外
叛
、
」
（
昭
公
二
十
年
）
の
規
贈
正
し
い
用
法
と
互
用
さ
れ
て

居
る
◎
熟
字
の
例
の
み
か
ら
で
は
本
文
と
君
子
剥
ぐ
と
の
間
に
劉
重
藤
の
考
ふ
る
程
の
年
代
記
の
間
隔
を
置
く
事
は
出

來
な
い
。
此
の
左
筆
に
於
け
る
置
字
用
法
混
織
の
理
由
は
、
第
四
章
に
於
て
更
に
問
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
一
般
に
春
秋
に
於
け
る
奔
の
性
蟹
を
見
る
に
、
杜
預
は
繹
例
に
於
て

　
奔
者
、
窟
迫
而
去
、
逃
死
四
隣
、
不
以
禮
出
也

と
の
定
義
を
與
へ
て
る
る
。
　
一
に
諸
侯
卿
大
夫
の
種
々
の
急
迫
せ
る
事
惜
に
よ
る
他
心
へ
の
亡
命
の
行
動
で
あ
り
、
ご

’に

ｻ
の
出
國
が
禮
の
規
定
に
準
慷
せ
ざ
る
違
法
行
爲
で
あ
る
と
の
二
牲
質
を
指
摘
し
た
。
奔
は
説
文
に
「
走
也
」
と
解
せ

ら
れ
て
、
此
の
定
義
は
杜
預
の
第
一
の
性
質
に
該
當
す
。
叉
周
禮
媒
氏
な
ど
に
見
え
る
奔
は
、
禮
の
規
定
す
る
手
績
を

踏
ま
ぬ
男
女
閣
係
を
意
昧
す
る
。
此
は
杜
氏
の
第
二
の
性
質
に
謙
る
。

　
春
秋
時
代
の
卿
大
夫
の
撮
奔
の
實
例
を
見
る
に
、
大
部
分
は
或
は
君
主
と
の
反
目
、
或
は
君
主
の
相
綾
紛
璽
、
或
は

卿
大
夫
問
の
内
孚
等
を
原
因
と
す
る
急
迫
せ
る
情
態
か
ら
他
國
に
身
を
免
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　
左
傳
ば
南
宮
萬
が
宋
君
を
算
し
て
、
母
を
車
に
載
せ
一
日
に
し
て
陳
國
に
奔
っ
た
怪
力
紳
速
を
尽
し
、
（
荘
公
二
年
）

替
の
先
蔑
の
亡
命
後
、
趙
盾
が
る
の
女
子
と
財
物
と
を
途
つ
た
同
僚
の
特
誼
を
傳
へ
て
る
る
。
或
は
僅
か
に
栂
を
携
へ

或
は
妻
子
さ
へ
、
残
し
π
非
常
な
緊
急
の
行
動
を
示
す
。

　
　
　
　
審
秋
確
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
畿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
七
巻
筑
二
君
　
一
七
三
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春
秋
噂
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
一
七
四

　
か
、
る
多
く
の
外
部
か
ら
の
脅
威
に
よ
る
例
と
並
ん
で
、
少
撒
な
が
ら
左
傳
、
公
羊
傳
に
は
自
獲
的
な
奔
の
例
が
あ

る
。
號
君
の
行
動
に
愛
想
を
番
か
し
、
號
の
滅
亡
を
豫
知
し
た
舟
擁
壁
の
逃
亡
、
（
葉
面
閲
公
二
年
）
宋
交
公
の
非
行
を

憤
慨
し
沈
黒
子
哀
の
魯
へ
の
奔
（
左
傳
文
学
十
四
年
）
を
傳
へ
て
居
る
。
、
公
薦
槌
は
曹
の
大
夫
曹
覇
が
曹
飼
に
戎
に
敵
す

る
な
か
れ
と
諌
言
し
て
聴
か
れ
す
、
出
奔
し
た
の
を

　
三
諌
不
從
、
途
去
之
、
故
君
子
以
爲
得
君
霞
之
義
也
、

と
羅
揚
し
た
。
禮
記
曲
禮
篇
に
於
て

　
爲
人
臣
之
禮
、
不
顯
諌
、
三
三
而
不
聴
．
即
逃
之
、

乞
て
人
の
畢
と
し
て
の
雰
を
奪
輩
君
圭
の
失
を
颯
諌
レ
て
繋
れ
な
け
弩
あ
國
蓬
れ
去
・
べ
き
働

で
あ
り
、
此
は

　
子
之
事
親
也
、
三
諌
而
不
聴
、
則
號
泣
而
随
之
、

子
の
親
に
鋼
す
る
絶
釣
的
服
從
の
關
係
と
は
相
違
す
る
と
説
か
れ
、
公
羊
傳
の
主
義
は
之
と
全
然
一
致
す
る
。
又
前
掲

の
春
秋
の
叛
の
第
一
例
の
左
傳
の
解
繹
と
相
當
し
、
卿
大
夫
の
諸
侯
に
醤
す
る
義
務
、
・
そ
れ
は
嚢
公
十
四
年
左
傳
の
師

唾
の
督
李
公
へ
の
…
君
臣
の
滋
を
説
い
た
答
に
示
さ
れ
る
如
く
、
君
主
の
政
治
の
失
策
匡
救
の
た
め
の
楓
諌
に
あ
り
と
考

へ
、
之
を
用
ゐ
ら
れ
ね
ば
諸
侯
と
卿
大
夫
問
の
震
臣
關
係
は
絶
た
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
れ
ば
曲
事
は
卿
大
夫

の
政
治
に
墾
饗
す
る
義
務
、
君
主
の
輔
佐
が
修
行
不
可
能
の
時
に
は
國
を
纏
う
臣
籍
を
離
脱
す
る
義
務
を
強
制
す
る
の



で
あ
る
。
此
の
義
務
に
は
采
邑
は
卿
大
夫
の
政
治
上
の
義
務
に
愛
す
る
報
酬
と
し
て
與
へ
ら
れ
る
事
を
前
提
と
し
、
義

務
と
報
酬
と
の
相
互
嗣
係
が
卿
大
夫
と
君
主
と
を
繋
ぐ
紐
帯
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

・
叉
春
秋
に
は
卿
大
夫
の
去
國
を
放
と
書
い
た
例
が
あ
る
。

　
宣
公
元
年
、
脅
放
其
大
夫
街
甲
父
干
衛
、

　
昭
公
入
年
三
十
月
壬
午
、
楚
師
滅
陳
、
執
陳
公
子
招
、
放
之
激
越
、

　
哀
公
三
年
秋
、
藥
人
放
其
大
夫
公
孫
猿
子
呉
、

此
の
放
の
例
に
つ
い
て
は
左
傳
の
文
は
何
等
の
説
明
を
與
へ
な
い
が
、
公
羊
傳
は
宣
公
元
年
の
経
文
の
次
に
、

放
之
喬
…
…
喜
大
夫
昊
三
年
待
蔵
男
放
之
輩
奏
待
整
慢
　
　
　
　
働

と
し
、
縫
製
注
に
よ
れ
ば
、
疑
獄
は
三
年
間
執
行
猫
舌
し
て
後
鞘
罰
す
る
。
國
を
去
る
大
夫
も
三
年
間
は
去
國
を
差
し

控
へ
刑
の
確
定
を
待
つ
が
古
道
で
あ
る
と
す
る
Q

　
孟
子
は
奮
臣
が
潜
主
の
喪
に
服
す
る
喪
と
相
幽
し
て
臣
の
去
國
の
三
年
後
迄
そ
の
田
宅
を
没
牧
せ
す
に
反
る
を
待
つ

の
が
禮
で
あ
る
と
考
へ
た
。
（
孟
子
離
婁
下
）
（
儀
禮
喪
服
に
於
け
る
劣
悪
の
服
に
帯
し
て
鄭
玄
注
は
又
、
此
の
待
放
三

年
の
期
間
を
以
て
説
明
す
る
○
）
左
傳
文
事
入
年
、
魯
に
単
信
し
た
宋
の
司
城
蕩
意
諸
が
出
奔
に
走
り
司
城
の
節
を
府
人

に
交
附
し
て
後
出
で
た
禮
笛
に
難
じ
た
発
煙
が
三
年
後
の
十
一
年
裏
仲
を
し
て
題
意
諸
を
宋
に
復
せ
し
め
墨
筆
に
就
か

し
め
た
。
春
秋
の
成
公
十
五
年
に
出
奔
し
だ
宋
の
魚
石
が
三
年
後
の
成
公
十
八
年
に
早
世
鄭
伯
の
軍
に
よ
り
宋
を
討
つ

　
　
　
　
饗
秋
確
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
七
巻
第
二
號
　
一
七
五



　
　
　
　
藤
秋
曝
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
七
巻
繁
二
競
　
　
　
七
六

て
元
の
邑
彰
城
を
復
し
て
入
る
こ
と
を
得
た
。
此
は
寓
奔
後
再
び
故
國
に
復
し
た
少
な
い
例
の
中
に
叉
偶
然
、
三
年
を

置
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
（
殊
に
前
者
は
田
奔
は
春
秋
に
記
せ
ら
れ
た
の
に
、
復
の
年
は
嚢
仲
が
宋
に
行
っ
た
事
の
み

記
せ
ら
れ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
左
傳
の
如
く
此
の
時
復
し
た
の
を
事
實
と
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
Q
）
何
れ
も
復
と
特
書

せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
古
禮
に
則
っ
た
行
動
で
、
孟
子
の
三
年
猶
予
期
限
制
度
に
叢
る
も
の
か
も
知
れ
澱
。

も
し
之
が
古
制
度
の
痕
遊
と
見
早
し
得
る
な
ら
ば
，
公
走
塁
・
孟
子
・
禮
に
説
か
れ
る
如
き
卿
大
夫
の
三
滋
養
の
奔
の
義

務
と
、
三
年
間
君
距
断
絶
・
采
邑
没
牧
・
猶
豫
の
恩
典
と
の
並
行
は
春
秋
時
代
に
は
稀
に
し
か
見
ら
れ
澱
と
し
て
も
、
全

然
の
塞
想
の
班
産
で
無
く
、
右
制
度
を
核
心
と
し
て
膳
殿
せ
ら
れ
た
理
想
た
る
事
を
思
は
し
め
る
。

　
禮
が
軍
な
る
古
禮
と
し
て
保
存
せ
ら
れ
る
に
止
ら
す
、
進
ん
で
政
治
的
理
想
と
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
現
實
と
矛
盾

す
る
も
の
を
含
む
が
故
に
外
な
ら
ぬ
と
考
へ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
前
の
孟
子
の
前
後
の
問
答
に
於
け
る
孟
子
の
態
度

は
此
の
濡
息
を
よ
く
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
宛
も
左
傳
に
見
え
る
そ
れ
等
の
例
が
前
述
の
號
氏
の
滅
亡
を
豫
製
し
た
舟
鋼
橋
の
如
く
、
又
衛
の
遽
築
三
の
衛
君
の

交
替
を
見
て
關
か
ら
逃
げ
幽
し
だ
如
く
、
危
邦
を
避
け
る
個
人
的
生
命
保
全
の
思
慮
深
き
行
爲
で
、
上
述
の
禮
の
理
想

と
は
遠
く
離
れ
て
居
る
の
は
此
の
故
で
あ
る
。

　
貞
登
的
に
臣
の
去
署
し
た
例
は
乏
し
く
、
奔
が
大
部
分
急
迫
せ
ら
れ
た
結
果
の
行
動
で
あ
る
の
は
春
秋
説
會
の
構
成

中
に
特
殊
の
事
情
が
存
す
る
が
故
で
あ
る
。
吾
人
は
次
章
に
於
て
之
を
考
究
し
た
い
。

（18）



　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
春
秋
中
期
眼
華
の
交
を
一
算
期
と
し
て
以
後
盛
に
叛
の
例
が
現
は
れ
て
來
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
基
づ
く
か
。

　
周
代
の
封
建
制
度
は
租
先
出
走
の
行
事
た
る
綴
織
祭
祀
と
密
接
に
結
び
付
い
て
居
る
か
ら
、
之
と
連
關
し
て
解
す
べ

き
で
あ
る
。

　
卿
大
夫
等
が
一
國
を
去
っ
て
他
國
に
住
居
し
て
も
直
ち
に
故
國
と
完
全
に
絶
縁
す
る
に
は
到
ら
澱
。
禮
平
曲
禮
に
、

白
命
の
士
は
、

　
君
子
行
禮
、
舞
茸
墾
俗
、
祭
事
画
廊
、
居
喪
無
事
、
翼
泣
之
位
、
皆
如
其
事
之
故
、
謹
修
其
法
、
而
脇
士
之
、
去
國

三
幾
縷
有
列
覇
出
入
嘉
於
図
壷
一
興
爵
難
列
翁
出
入
無
詔
爾
唯
興
資
從
新
鳳

　
法
、

と
し
、
生
活
行
事
中
の
重
要
な
る
部
分
で
あ
る
祭
祀
の
禮
及
び
喪
服
の
如
き
は
卓
立
國
の
法
を
維
持
し
、
去
國
三
世
を

経
て
仕
官
の
日
に
及
ん
で
故
國
の
法
を
磨
し
新
編
の
法
を
用
ふ
べ
き
事
を
規
定
す
る
。
三
世
の
間

　
有
爵
緑
有
蟻
蜂
、
謂
潜
不
半
漁
認
飛
、
復
立
其
族
、
…
…
…
詔
告
也
、
謂
輿
卿
大
夫
、
吉
凶
往
來
、
相
鵬
翼
也
、

と
鄭
注
に
も
云
ふ
如
く
、
故
意
は
其
租
の
祭
祀
を
絶
さ
す
、
其
の
一
族
を
立
て
、
そ
の
宗
廟
を
守
ら
し
め
、
亡
命
の
士

は
故
國
と
吉
凶
相
ひ
告
げ
合
ふ
の
が
禮
で
あ
る
と
す
る
Q
亡
命
の
士
は
前
述
の
如
く
一
度
邑
を
國
君
に
返
還
す
る
の
が

例
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
受
領
し
た
國
霧
も
之
を
全
部
没
牧
せ
す
、
そ
の
一
族
の
適
歪
な
る
者
を
選
定
し
て
そ
の
邑
全
部

　
　
　
　
素
秋
暗
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
葱
鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
第
二
號
　
一
七
七



　
　
　
　
春
秋
晴
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
怒
第
二
號
　
　
一
七
入

か
或
は
一
部
を
與
へ
て
祭
麗
を
司
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
督
が
得
甲
父
を
放
つ
た
際
に
も
、
蕎
は
膏
克
を
選
ん
で
長
と

し
て
居
る
の
は
此
の
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
前
述
左
翼
宣
元
年
）

　
春
秋
の
奔
は
儒
敏
の
理
想
と
す
る
三
寸
去
國
で
は
な
く
、
前
述
め
如
く
緊
急
の
已
む
を
得
ざ
る
行
動
で
あ
り
、
或
は

國
家
に
謝
す
る
非
常
な
罪
悪
の
爲
に
逃
亡
す
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
此
の
際
に
も
邑
は
其
の
儘
公
室
に
没
牧
せ

ら
れ
す
、
そ
の
一
族
を
立
て
る
の
が
例
で
あ
っ
元
ら
し
い
◎

　
左
傳
宣
公
十
入
年
、
出
叔
孫
僑
如
而
盟
之
、
僑
如
奔
齊
、

と
し
、
叔
孫
氏
は
以
後
永
く
魯
の
三
聖
と
し
て
豪
族
の
一
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
僑
如
の
奔
に
際
し
て
も
同
族
の
後
が
立

℃
ら
れ
た
の
で
あ
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
前
の
禮
羅
馬
注
は
魯
の
城
孫
絢
が
出
奔
の
後
、
城
壕
が
後
を
嗣
い
だ
事
を
戦
げ
て
立
族
の
事
實
を
質
す
る
。
城
孫
乾

の
奔
後
城
爲
が
相
績
し
た
時
、
そ
の
采
邑
防
の
入
が
生
張
し
城
爲
が
族
長
と
な
る
に
當
っ
て
、

　
將
盟
減
氏
、
季
孫
召
軍
吏
掌
悪
臣
、
審
問
車
首
焉
、
斜
日
、
盟
東
門
氏
也
、
日
母
如
東
門
、
重
扇
聴
公
命
、
殺
適
立

　
庶
、
盟
叔
孫
氏
也
、
日
母
或
如
叔
孫
僑
如
、
欲
腰
國
常
、
蕩
覆
公
室
、
…
…
…
乃
盟
画
一
、
日
無
或
如
城
孫
乾
、
干

　
國
之
紀
、
犯
門
斬
關
、
（
左
傳
嚢
公
二
十
三
年
）

と
云
ひ
、
魯
の
野
馳
季
氏
が
盟
の
紳
明
に
違
背
せ
ざ
る
を
誓
約
す
る
文
句
の
前
例
を
外
史
に
問
ひ
、
城
氏
の
誓
文
を
作

製
し
て
盟
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
東
門
氏
の
遭
放
は
左
傳
宣
公
思
入
年
の
墨
東
事
で
、
叔
孫
僑
如
の
奔
、
減
氏
の
襟
の



如
く
そ
の
後
嗣
の
立
つ
と
共
に
采
邑
に
簸
て
奔
逸
の
如
き
罪
入
を
再
び
族
人
よ
り
出
さ
い
る
誓
約
を
す
る
習
慣
の
行
は

れ
た
實
例
で
あ
る
Q

　
此
の
例
を
更
に
左
傳
に
よ
り
精
査
す
る
に
、
城
孫
乾
が
邪
に
出
奔
し
て
後
、
使
を
遣
は
し
て
異
母
兄
城
頁
城
爲
に
後

祀
を
依
托
し
た
が
、
糠
蝦
乾
は
意
中
の
後
繊
者
は
城
爲
で
あ
っ
た
に
拘
ら
す
城
塁
宙
ら
相
漉
せ
ん
と
し
た
の
に
不
満
を

威
じ
減
氏
の
采
邑
防
に
入
り

　
敢
不
辟
邑
也

と
宣
言
し
た
。
後
縫
者
に
封
ず
る
不
李
か
ら
奔
者
が
再
び
國
中
に
入
り
采
邑
に
糠
つ
た
の
で
あ
る
。
此
こ
そ
氏
族
の
相

血
膿
嬉
す
轟
者
の
關
心
嚢
春
愁
於
て
叛
と
奪
ら
・
べ
き
誕
を
漏
し
だ
の
で
あ
る
．
周
代
の
轟
働

的
封
建
制
度
就
會
に
於
て
も
既
に
奔
が
叛
に
轄
じ
得
べ
き
要
因
が
内
在
せ
る
事
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
が
表
面

に
顯
は
れ
來
る
に
は
更
に
種
々
の
要
因
に
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

　
此
の
事
件
は
結
局
、
城
賞
が
彼
の
要
求
を
納
れ
て
城
爲
に
位
を
譲
っ
た
事
に
よ
り
解
決
し
、
繊
紘
は
防
邑
を
明
け
渡

し
て
齊
に
忠
奔
し
た
城
孫
統
の
明
白
な
此
の
叛
行
も
齊
へ
の
出
奔
も
春
秋
に
は
記
載
せ
ら
れ
す
、
前
孚
の
邪
に
出
奔
し

た
黙
に
止
ま
る
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。

　
春
秋
の
中
期
以
後
、
魯
に
於
て
は
筆
録
氏
叔
孫
氏
孟
孫
氏
の
三
氏
の
勢
力
強
大
で
殆
ど
魯
の
公
室
を
凌
い
だ
が
、
末

期
に
及
ん
で
は
三
氏
の
家
臣
に
し
て
三
聖
の
政
権
を
奪
は
ん
と
す
る
野
心
家
が
頻
々
と
し
て
内
働
を
惹
起
し
た
。
左
傳

　
　
　
　
馨
秋
時
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
一
七
九



　
　
　
　
饗
秋
聴
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
意
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
轡
　
第
二
號
　
　
一
八
○

昭
公
十
二
年
、
季
子
の
震
其
の
采
邑
費
の
宰
、
衡
謝
が
先
に
季
子
の
奪
っ
た
公
室
（
公
の
語
手
）
領
を
奪
取
し
公
に
返
還

す
る
こ
と
を
名
義
と
し
て
策
謀
を
廻
ら
し
て
戒
ら
す
、

　
以
費
叛
、
如
齊
、

と
。
此
の
叛
例
も
春
秋
に
は
少
し
も
鰯
れ
ら
れ
て
居
な
い
。
其
後
の
穿
掘
に
亙
る
叔
孫
氏
の
邑
都
及
び
孟
孫
氏
の
邑
成

の
叛
に
つ
い
て
も
同
襟
で
あ
る
。
陪
臣
が
三
氏
の
墨
摺
を
以
て
三
氏
に
反
逆
し
て
も
春
秋
は
魯
一
考
の
年
代
記
と
し
て

三
家
の
私
事
と
見
な
し
て
問
題
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
防
の
叛
も
同
機
城
氏
一
家
の
私
事
と
し
て
記
事
に
上
ら
す

城
孫
詫
の
邪
へ
の
出
奔
の
み
が
大
夫
の
出
奔
と
し
て
記
載
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

饗
の
概
は
爾
票
叔
孫
暴
養
案
愚
そ
の
根
鑑
で
の
る
萱
喪
そ
の
他
焚
に
非
議
纂
を
閻

饗
せ
し
め
た
に
相
蓮
な
い
。
左
傳
に
よ
る
と
季
氏
叔
華
氏
季
孫
氏
の
三
氏
は
孔
子
の
門
弟
仲
由
の
説
に
聴
き
、
孟
孫
氏

・
の
邑
た
る
成
と
共
に
三
城
の
壁
を
殿
っ
て
そ
の
蝸
根
を
絶
π
ん
と
し
だ
。
郡
費
二
都
城
の
破
壊
は
實
現
し
た
が
、
費
の

公
画
徳
器
は
之
に
反
抗
し
て
蟄
人
を
傘
み
て
魯
の
本
國
を
襲
撃
す
る
の
暴
を
演
じ
た
。
（
定
公
十
二
年
左
傳
）

　
公
羊
傳
は
季
氏
の
此
暴
を
孔
子
自
身
の
「
家
不
識
甲
兵
、
邑
無
百
錐
之
城
、
」
と
云
ふ
忠
告
に
墓
い
淀
と
傳
へ
る
。
此
文

句
が
果
し
て
孔
子
に
出
る
か
否
か
は
問
題
外
で
、
合
、
は
唯
當
時
の
就
會
の
病
弊
を
衝
く
｝
箴
言
と
し
て
眺
め
れ
ば
よ
い
。

　
第
「
に
此
教
訓
は
私
家
に
武
器
を
藏
す
る
事
を
叛
鼠
の
原
因
に
暴
げ
る
。
春
秋
の
初
期
に
於
て
は
各
國
何
れ
も
甲
胃

は
公
室
の
所
有
に
属
し
、
出
陣
に
際
し
戦
士
受
甲
の
儀
の
暴
行
せ
ら
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
だ
が
、
春
秋
の
中
期
以
後
次



第
に
卿
大
夫
世
族
の
家
に
甲
冑
が
備
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
Q
（
左
氏
會
箋
、
巻
十
二
）
世
族
は
何
れ
も
霊
活
の
武
人
、
甲

士
を
常
備
し
、
齊
の
慶
氏
或
は
鄭
の
劇
烈
の
甲
士
等
が
國
の
内
臨
に
現
れ
る
。
へ
左
傳
常
磁
二
十
八
年
、
裏
公
三
十
年
）

齊
の
羅
氏
の
餓
の
際
、
逃
亡
し
た
輩
公
子
が
慶
氏
の
滅
亡
の
思
召
し
返
さ
れ
る
に
叢
り
、

　
具
其
器
用
、
而
反
其
邑
焉

と
云
ひ
、
元
の
財
物
と
邑
と
を
返
還
せ
ら
れ
た
と
云
へ
ば
、
實
力
を
有
せ
ざ
る
公
子
等
の
家
邑
等
は
出
奔
後
一
度
は
悉

く
慶
氏
等
の
有
に
露
し
だ
ら
し
い
。
出
奔
後
に
同
族
を
そ
の
邑
に
立
て
る
禮
も
最
早
や
完
全
に
は
實
行
せ
ら
れ
す
Q
私

家
の
采
邑
は
、
春
秋
中
期
以
後
積
溺
の
駿
態
に
あ
る
各
諸
侯
の
保
護
に
信
頼
し
て
居
る
事
が
出
來
な
い
の
で
唐
己
私
有

の
武
器
軍
隊
に
よ
り
保
全
を
圖
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
そ
の
一
方
に
世
族
が
此
の
如
く
競
っ
て
私
有
の
軍
隊

を
貯
へ
た
事
が
更
に
公
室
の
衰
頽
を
導
く
原
因
と
な
っ
た
の
は
當
然
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
諸
侯
の
臣
の
采
邑
に
制
度
を
越
え
た
大
な
る
都
城
が
存
在
す
る
事
を
原
因
と
す
る
。

　
楚
鍵
王
が
陳
・
藥
・
不
霊
に
築
城
し
、
棄
疾
を
し
て
察
公
差
ら
し
め
た
時
、
串
無
宇
が
之
を
諌
止
し
だ
樹
話
が
左
傳

昭
公
十
一
年
及
諸
語
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
。
申
無
宇
は
國
に
國
都
以
外
に
大
城
を
建
設
し
た
碧
海
そ
の
城
に
糠
る
反
観

を
惹
起
し
た
春
秋
時
代
の
例
を
凋
零
し
、
そ
の
内
に
、
衛
の
戚
、
宋
の
瀟
、
膏
の
逸
興
、
等
、
春
秋
の
叛
の
例
も
含
ま

れ
て
居
る
。
晋
語
に
あ
っ
て
は
、
之
れ
實
に
先
王
の
國
内
に
於
け
る
都
鄙
経
鶯
の
制
度
に
違
背
す
る
が
故
に
か
、
る
鵬

織
が
超
つ
た
と
を
力
説
し
π
が
、
左
傳
は
唯
地
方
に
大
城
あ
る
は
「
尾
大
不
霊
」
の
喩
の
如
く
國
の
鵬
で
あ
る
事
を
述
べ

　
　
　
　
容
秋
晴
代
に
於
け
ろ
叛
と
奔
と
の
憲
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
懸
　
第
二
號
　
　
一
八
一

（23）



　
　
　
　
春
秋
晧
代
に
於
け
る
叛
と
奔
と
の
憲
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
一
八
ご

る
に
止
り
、
都
城
制
度
破
壊
が
叛
を
惹
超
せ
し
め
る
事
は
、
隠
公
元
年
鄭
荘
公
が
共
隠
構
を
京
に
封
じ
た
際
の
藝
仲
の

諌
言
に
表
明
せ
ら
れ
て
居
る
。
之
等
は
何
れ
も
世
族
の
私
兵
、
采
邑
の
強
大
と
丁
零
の
築
城
が
叛
餓
の
原
因
で
あ
る
て

う
激
訓
を
公
羊
傳
・
左
傳
の
作
者
達
が
孔
子
・
申
無
宇
・
藥
仲
の
口
を
借
っ
て
述
べ
し
め
た
も
の
と
見
得
る
。

　
諸
侯
の
満
都
以
外
に
重
臣
の
采
邑
が
、
家
の
勢
力
の
増
大
と
共
に
次
第
に
登
話
し
て
國
都
に
劣
ら
ぬ
規
模
の
大
を
示

し
、
城
内
に
は
そ
の
私
兵
が
貯
へ
ら
れ
て
居
る
。
之
が
公
羊
二
言
傳
の
作
者
も
認
む
る
如
く
春
秋
の
中
期
以
後
の
邑
に

糠
る
屡
々
の
叛
飢
を
産
み
出
す
情
勢
で
あ
る
。

　
か
、
る
采
邑
、
及
び
甲
士
と
僧
堂
た
る
宰
或
は
采
邑
の
領
主
た
る
卿
大
天
の
世
族
と
の
間
は
如
何
な
る
關
係
で
結
ば

れ
て
居
た
で
あ
ら
う
か
。
之
を
窺
ひ
知
る
に
足
る
の
は
左
傳
裏
公
二
十
三
年
の
藁
盈
の
曲
玉
に
よ
る
正
直
で
あ
る
。
之

は
春
秋
に
は
こ
十
一
年
に
楚
に
出
奔
し
浮
苔
盈
が
再
び
自
己
の
邑
に
入
っ
て
観
を
起
し
督
都
を
襲
っ
た
事
を
春
秋
に

　
嚢
公
二
十
三
年
夏
、
晋
樂
盈
復
入
子
晋
、
入
子
曲
沃

と
書
せ
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
が
、
左
傳
に
於
て
同
機
に
一
度
出
奔
し
た
宋
魚
石
が
春
秋
老
公
十
入
寮
夏
に
「
復
入
子
彰

城
」
の
例
に
諸
侯
の
兵
を
借
り
、
膚
己
の
邑
を
奪
還
し
た
盤
石
の
行
は
汚
行
に
相
画
す
と
認
め
て
居
り
、
三
徳
の
齊
の

カ
を
借
り
て
曲
沃
に
入
っ
た
行
動
も
同
じ
く
言
行
の
部
類
に
貢
す
る
。

　
曲
沃
は
藁
氏
の
賢
者
が
曲
沃
素
叔
の
傅
と
な
っ
て
以
來
の
縁
故
深
き
采
邑
で
あ
り
、
且
つ
藁
盈
自
身
に
於
て
も
極
力

勇
士
を
集
め
て
そ
の
勢
力
の
増
大
を
圖
っ
て
居
た
所
で
あ
る
。
嚢
公
二
十
三
年
の
駕
篭
の
黙
認
は
實
に
攣
盈
の
葬
運
に

（　2LS　）



も
係
ら
ぬ
曲
沃
の
士
の
忠
誠
の
情
の
現
れ
で
あ
る
。
曲
沃
の
士
は
漕
坐
し
た
盈
を
擁
し
て

　
得
守
而
爲
之
死
、
猶
不
死
也
、

と
云
ひ
、
皆
泣
き
且
つ
飲
み
、

得
主
、
何
戴
之
有

と
漁
ら
ざ
る
忠
誠
を
誓
約
し
て
居
る
。
か
、
る
卿
大
夫
と
そ
の
邑
、
そ
の
士
と
の
間
は
忠
誠
誓
約
に
よ
る
絶
壁
服
從
の

關
係
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。

　
卿
大
夫
の
卑
湿
に
當
っ
て
は
、
曲
調
の
記
す
る
が
如
く
、
宗
廟
の
祭
器
を
持
し
て
境
を
越
え
る
事
を
禁
せ
ら
れ
て
居
丁

つ
た
。
祭
器
は
田
蔽
あ
る
も
の
の
み
に
輿
へ
ら
れ
た
雛
と
し
て
、
製
作
し
得
・
所
で
要
そ
の
黒
の
霰
と
函

て
越
境
を
許
さ
れ
ぬ
と
解
せ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
田
腺
な
る
牧
入
を
産
む
邑
自
禮
を
持
し
他
流
に
行
く
叛
の
禁
止
せ
ら
れ

る
の
は
言
を
待
た
澱
。
春
秋
に
叛
が
特
筆
せ
ら
れ
る
事
は
曲
説
の
去
國
の
儀
の
規
定
が
嗣
代
遺
制
を
傳
ふ
る
を
示
す
ρ

然
る
に
春
秋
中
期
以
後
の
釆
邑
及
び
私
有
の
軍
隊
と
卿
大
夫
乏
の
問
は
、
名
義
上
の
諸
侯
の
絶
醤
的
領
土
擢
よ
り
は
更

に
強
い
個
人
的
の
忠
誠
誓
約
開
係
で
結
合
せ
ら
れ
、
そ
の
諸
侯
の
名
義
上
の
絶
謝
的
権
利
が
忘
却
さ
れ
る
庭
、
元
來
使

用
牧
盤
構
し
か
有
し
な
い
卿
大
夫
が
邑
を
も
つ
て
他
國
に
催
す
る
叛
が
現
れ
る
の
で
か
る
。

」
藁
盈
に
謝
す
る
曲
沃
の
士
の
言
に
も
見
え
る
如
く
臣
が
忠
誠
を
墾
へ
る
事
は
武
と
呼
ば
れ
る
。
王
氏
経
義
述
聞
の
説

に
從
へ
ば
、
戴
は
煎
の
誤
字
で
あ
う
、
武
は
又
武
の
借
字
と
し
て
、
獲
或
は
差
と
解
せ
ら
れ
、
富
己
の
誓
或
は
言
葉
を

　
　
　
　
嚢
鍬
畦
引
に
潜
け
る
叛
と
奔
と
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
七
巻
第
二
號
　
天
三



　
　
　
　
春
秋
時
代
に
於
け
ろ
叛
と
奔
と
の
慧
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
十
七
陰
　
第
ご
號
　
　
一
入
四

差
え
る
事
を
意
達
す
る
。
此
の
君
臣
縄
饗
服
從
關
係
の
忠
誠
誓
約
破
殿
と
し
て
の
武
と
、
名
義
的
な
采
邑
に
鋼
す
る
諸

侯
の
絶
樹
的
領
土
権
の
破
殿
と
し
て
の
叛
と
は
本
來
魯
別
欄
の
御
念
で
あ
る
。
前
に
暴
げ
た
左
傳
昭
公
十
五
年
、
荷
呉

が
鼓
入
の
降
服
帥
ち
叛
を
直
ち
に
許
可
せ
す
、
充
分
に
鼓
人
を
し
て
そ
の
主
潜
鮮
虞
に
封
ず
る
忠
誠
を
盤
す
た
め
邑
に

よ
り
防
戦
を
行
は
し
め
た
後
そ
の
降
を
受
け
た
の
は
君
臣
間
の
忠
誓
閣
係
を
更
に
邑
と
主
君
と
の
關
係
に
移
入
し
た
解

鐸
で
あ
る
。
左
傳
に
於
て
叛
が
君
主
に
署
す
る
臣
下
の
反
道
と
し
て
も
窺
念
せ
ら
れ
る
の
は
、
か
～
る
叛
の
意
解
の
轄

化
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
春
秋
に
現
れ
る
叛
奔
の
例
を
通
じ
て
特
権
階
級
だ
る
封
建
諸
侯
と
卿
大
夫
間
の
關
係
の
一
面
を
窺
っ
た
。
之
に

量
棊
・
巴
の
製
の
研
究
を
必
要
と
す
る
。
雫
の
忠
雷
管
に
労
し
て
は
犠
讐
昊
・
塾
筈
の
禮
が
顧
働

み
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
去
國
の
儀
式
の
充
分
な
解
繹
緻
之
に
よ
り
可
能
と
な
る
。
今
は
僅
か
に
廣
汎
な
る
問
題
の
一
端

緒
を
述
べ
る
に
止
め
て
、
簡
軍
に
し
か
鰯
れ
ら
れ
な
か
っ
た
武
字
の
意
義
の
考
察
等
と
共
に
他
の
機
會
に
譲
る
。


